
二
〇
一
七
年
度
例
会
一
覧

四
月
例
会
（
二
〇
一
七
年
四
月
九
日
（
日
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）

合
評
会
：
今
井
宏
昌
『
暴
力
の
経
験
史
―
―
第
一
次
世
界
大
戦
後
ド
イ
ツ
の
義
勇
軍
経

験
１
９
１
８
～
１
９
２
３
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
六
年
）

　
　
　
　
　

評
者
：
藤
原
辰
史
（
京
都
大
学
） 

　
　
　
　
　

応
答
：
今
井
宏
昌
（
九
州
大
学
）

合
評
会
：
井
関
正
久
『
戦
後
ド
イ
ツ
の
抗
議
運
動
―
―
「
成
熟
し
た
市
民
社
会
」
へ
の    

模
索
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）

　
　
　
　
　

評
者
：
西
田
慎
（
奈
良
教
育
大
学
）

　
　
　
　
　

応
答
：
井
関
正
久
（
中
央
大
学
）

六
月
例
会
（
二
〇
一
七
年
六
月
二
四
日
（
土
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）

　

報
告
：
松
居
宏
枝
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
）

　
　
　
　
　
　
「
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
と
明
治
国
家
形
成
」

　

報
告
：
紀
愛
子
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）

　
　
　
　
　
　
「
戦
後
ド
イ
ツ
医
学
界
の
「
過
去
の
克
服
」―
―
ナ
チ
ス
に
よ
る
強
制
断
種
・

　
　
　
　
　
　
　
「
安
楽
死
」
に
対
す
る
態
度
を
め
ぐ
っ
て
」 

一
〇
月
例
会
（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
五
日
（
日
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）

合
評
会
：
竹
本
真
希
子
『
ド
イ
ツ
の
平
和
主
義
と
平
和
運
動
―
―
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国

期
か
ら
１
９
８
０
年
代
ま
で
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
七
年
）

　
　
　
　
　

評
者
：
田
中
ひ
か
る
（
大
阪
教
育
大
学
）

　
　
　
　
　

応
答
：
竹
本
真
希
子
（
広
島
市
立
大
学
）

合
評
会
：
山
井
敏
章
『「
計
画
」
の
２
０
世
紀
―
―
ナ
チ
ズ
ム
・〈
モ
デ
ル
ネ
〉・
国
土
計

画
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）

　
　
　
　
　

評
者
：
小
野
清
美
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　

応
答
：
山
井
敏
章
（
立
命
館
大
学
）

一
二
月
例
会
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
四
日
（
日
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）

合
評
会
：
ト
ー
マ
ス
・
キ
ュ
ー
ネ
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ツ
ィ
ー
マ
ン
編
著 

（
中
島
浩
貴
、
今

井
宏
昌
、
柳
原
伸
洋
、
伊
藤
智
央
、
小
堤
盾
、
大
井
知
範
、
新
谷
卓
、
齋

藤
正
樹
、
斉
藤
恵
太
、
鈴
木
健
雄
訳
） 『
軍
事
史
と
は
何
か
』（
原
書
房
、

二
〇
一
七
年
）

　

評
者
：
鈴
木
直
志
（
中
央
大
学
）

　
　
　
　

丸
畠
宏
太
（
敬
和
学
園
大
学
） 

　

応
答
：
斉
藤
恵
太
（
京
都
教
育
大
学
）

　
　
　
　

鈴
木
健
雄
（
京
都
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
） 

一
月
例
会
（
二
〇
一
八
年
一
月
二
一
日
（
日
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）

　

報
告
：
佐
伯
彩
（
奈
良
女
子
大
学
大
学
院
博
士
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
「
十
九
世
紀
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ガ
リ
チ
ア
巡
行
に
関
す
る
議
論
」

合
評
会
：
村
上
亮
『
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
「
植
民
地
」
統
治

―
ボ
ス
ニ
ア
支
配
に
見
る

王
朝
支
配
の
諸
相
』（
多
賀
出
版
、
二
〇
一
七
年
）

　
　
　
　
　

評
者
：
米
岡
大
輔
（
中
京
大
学
）

　
　
　
　
　

応
答
：
村
上
亮
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

　三
月
例
会
（
二
〇
一
七
年
三
月
一
八
日
（
日
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
放
射
性
物
質
の
比
較
政
治
文
化
史
―
―
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ド
イ
ツ
」

 

司
会
・
趣
旨
説
明
：
若
尾
祐
司
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）

「
論
集
『
核
開
発
時
代
の
遺
産
―
―
未
来
責
任
を
問
う
』（
昭
和
堂
、

二
〇
一
七
年
）
に
よ
せ
て
」

　

報
告
：
タ
ピ
オ
・
リ
ト
マ
ネ
ン
（Tapio Litm

anen

）（
ユ
ヴ
ァ
ス
キ
ュ
ラ
大
学
）　　

63　例会一覧
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「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
原
子
力
政
策
と
放
射
性
廃
棄
物
処
分
」 

　

報
告
：
佐
藤
温
子
（
香
川
大
学
非
常
勤
講
師
・
大
阪
大
学
招
へ
い
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ド
イ
ツ
に
お
け
る
原
子
力
―
―
東
と
西
の
は
ざ
ま
で
」 

　

報
告
：
木
戸
衛
一
（
大
阪
大
学
）

　
　
　
　
　
　
「
ド
イ
ツ
の
原
子
力
政
策
―
―
東
独
核
開
発
の
遺
産
を
中
心
に
」



65　規約

会
費
に
関
す
る
規
定

（
1
）	

本
会
の
会
費
は
年
額
、
一
般
会
員
四
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員
二
〇
〇
〇
円
、
通
信
会
員

二
〇
〇
〇
円
と
す
る
。

（
2
） 	

一
般
会
員
は
、
大
学
・
大
学
院
の
専
任
教
員
、
任
期
付
教
員
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
（
Ｐ
Ｄ
）、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員
、
定
年
退
職
し
た
元
教
員
、
お
よ
び
事
務
局
が
承
認
し
た
者
と

す
る
。
一
般
会
員
は
、
本
会
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
き
、『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
の
配
布
を
受
け

る
。

（
3
） 	

学
生
会
員
は
、
大
学
・
大
学
院
の
学
籍
を
有
す
る
者
、
非
常
勤
の
教
員
・
研
究
員
、
お
よ
び

事
務
局
が
承
認
し
た
者
と
す
る
。
学
生
会
員
は
、
本
会
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
き
、『
ゲ

シ
ヒ
テ
』
の
配
布
を
受
け
る
。

（
4
）	

通
信
会
員
は
、
事
情
に
よ
り
本
会
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
の
配

布
の
み
を
受
け
る
者
と
す
る
。

（
5
）	

一
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
り
在
外
研
究
な
い
し
留
学
す
る
会
員
は
、
当
該
年
度
の
会
費
を
免

除
さ
れ
る
。

（
6
）	

事
務
局
担
当
者
の
会
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
免
除
す
る
。

（
7
）	

会
費
を
三
年
滞
納
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
会
員
資
格
を
停
止
す
る
。

編
集
に
関
す
る
規
定

（
1
）	

本
会
は
、
編
集
委
員
会
の
編
集
に
も
と
づ
き
、『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
を
年
一
回
定
期
発
行
す
る
。

（
2
）	

本
誌
は
、
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
、
本
会
活
動
報
告
そ
の
他
か
ら
構
成
さ
れ
、
ド
イ
ツ

語
圏
お
よ
び
そ
の
近
隣
・
関
連
地
域
の
近
現
代
史
研
究
の
発
表
に
あ
て
る
。

（
3
）	
本
誌
の
掲
載
原
稿
は
、
投
稿
原
稿
と
依
頼
原
稿
と
か
ら
な
る
。

（
4
）	

投
稿
原
稿
は
、
投
稿
に
関
す
る
規
定
に
し
た
が
う
も
の
と
す
る
。

（
5
）	

原
稿
の
掲
載
は
、
編
集
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。
掲
載
に
あ
た
っ
て
、
編
集
委
員
会
は
原
稿

の
修
正
を
も
と
め
る
場
合
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
会
規
約

				





				





				





第
1
条	

本
会
の
名
称
は
、「
ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
会
」
と
称
す
る
。

第
2
条	

本
会
は
、
歴
史
学
の
各
分
野
お
よ
び
隣
接
諸
科
学
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
語
圏
お
よ

び
そ
の
近
隣
・
関
連
地
域
の
近
現
代
史
研
究
の
深
化
を
め
ざ
す
。

第
3
条	

本
会
は
、
研
究
例
会
、
研
究
誌
『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
発
行
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
に
沿
う
活
動
を

行
な
う
。 

第
4
条	

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
所
定
の
会
費
を
納
め
た
も
の
は
、
本
会
の
会
員
と
な
る
こ
と
で
き

る
。
本
会
の
会
員
は
、
一
般
会
員
、
学
生
会
員
、
通
信
会
員
か
ら
な
る
。

第
5
条	

本
会
は
、
年
度
初
め
に
総
会
を
開
き
、
年
度
の
方
針
と
課
題
を
定
め
、
決
算
お
よ
び
予
算
を

審
議
す
る
。

第
6
条	

本
会
の
運
営
は
、
事
務
局
が
行
な
う
。
事
務
局
は
、
代
表
、
事
務
局
長
、
編
集
担
当
、
通
信

担
当
、
会
計
担
当
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
例
会
・
総
会
開
催
お
よ
び
会
計
の
任
に
あ
た
る
。

事
務
局
は
総
会
で
選
出
さ
れ
、
任
期
を
一
年
と
す
る
。

第
7
条	

『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
の
編
集
は
、
編
集
委
員
会
が
行
な
う
。
編
集
委
員
会
は
六
名
か
ら
な
り
、
総
会

で
選
出
さ
れ
る
。
委
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。

第
8
条	

本
会
は
会
計
監
査
を
一
名
お
く
。
会
計
監
査
は
総
会
で
選
出
さ
れ
、
任
期
を
一
年
と
す
る
。

第
9
条	

本
会
の
本
部
は
、
事
務
局
の
通
信
担
当
の
研
究
室
に
お
き
、
本
会
の
口
座
管
理
責
任
者
は
、

事
務
局
の
会
計
担
当
と
す
る
。

第
10
条	

本
会
の
規
約
改
正
は
、
総
会
に
参
加
し
た
会
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
必
要
と
す
る

二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
九
日
、
臨
時
総
会
に
て
承
認

二
〇
〇
五
年
三
月
二
七
日
、
臨
時
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
、
臨
時
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
〇
八
年
二
月
二
四
日
、
臨
時
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
〇
九
年
四
月
二
六
日
、
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
一
二
年
四
月
一
五
日
、
総
会
に
て
改
定
承
認

二
〇
一
八
年
四
月
一
五
日
、
臨
時
総
会
に
て
改
定
承
認
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執
筆
要
領

（
1
）	

『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
に
発
表
す
る
論
文
の
分
量
は
、
本
文
・
注
・
図
表
等
を
合
計
し
て
、
全
角
で

二
万
字
以
内
と
す
る
。
研
究
ノ
ー
ト
の
分
量
は
、
全
角
で
一
万
四
〇
〇
〇
字
、
書
評
と
本
会

活
動
報
告
そ
の
他
の
分
量
は
、
全
角
で
六
〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。

（
2
）	

原
稿
の
デ
ー
タ
の
形
式
は
、
原
則
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
形
式
（.pdf

）
と
す
る
。
た
だ

し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド
形
式
（.doc

）、
も
し
く
は
リ
ッ

チ
テ
キ
ス
ト
形
式
（.rtf

）
で
も
か
ま
わ
な
い
。

（
3
）	

原
稿
の
書
式
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
原
則
を
以
下
の
通
り
と
す
る
。

　
　

①	

原
稿
は
横
書
き
ま
た
は
縦
書
き
と
し
、
用
紙
を
Ａ
４
で
設
定
し
、
一
頁
あ
た
り
四
二
字
×

三
六
行
と
す
る
。

　
　

②	

章
に
は
全
角
数
字
で
「
１　

見
出
し
」
と
番
号
を
つ
け
る
。「
は
じ
め
に
」
や
「
お
わ
り
に
」

に
も
必
ず
番
号
を
つ
け
る
。
番
号
の
後
に
は
全
角
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
。

　
　

③	

本
文
で
は
数
字
は
原
則
と
し
て
漢
数
字
を
用
い
、
半
角
の
算
用
数
字
は
用
い
な
い
。
桁
数
の

大
き
な
数
字
に
つ
い
て
は
「
一
〇
億
五
〇
〇
〇
万
」
の
よ
う
に
表
記
す
る
が
、
図
表
等
に
お

い
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
　

④	

注
は
、
本
文
の
該
当
箇
所
に
半
角
数
字+

上
付
き
文
字
で
「（
１
）」「（
２
）」
と
通
し
番
号

を
付
し
、
後
注
で
半
角
数
字
で
「（
1
）」「（
2
）」
と
番
号
を
表
記
し
た
後
に
注
の
内
容
を
記

す
。（
例
） 「
…
…
が
明
ら
か
に
な
っ
た（

（
（

。」「（
1
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
…
…
を
参
照
。」

　
　

⑤	

参
照
文
献
を
注
等
で
挙
げ
る
際
は
、
著
者
名
、
題
名
、
出
版
社
（
ま
た
は
出
版
地
）、
発
行
年

の
順
に
記
述
す
る
こ
と
。
和
文
書
名
は
『 

』、
和
文
論
文
名
は
「 

」、
欧
文
論
文
名
は“ ”

ま

た
は„ “

で
囲
む
こ
と
。
欧
文
書
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
に
す
る
か
、
下
線
を
引
く
こ
と
。
和
文

文
献
の
場
合
、
項
目
間
の
区
切
り
に
は
全
角
の
読
点
を
用
い
、
最
後
に
句
点
を
う
つ
。
欧
文

文
献
の
場
合
、
項
目
間
の
区
切
り
に
は
半
角
コ
ン
マ+

半
角
ス
ペ
ー
ス
を
用
い
、
最
後
に
ピ

リ
オ
ド
を
う
つ
。

　
　

⑥	

論
文
以
外
の
場
合
に
は
、
本
文
の
後
に
文
献
リ
ス
ト
を
置
き
、
文
中
で
「（
著
者
名 

発
行

年
：
ペ
ー
ジ
数
）」
と
い
う
形
式
で
文
献
を
指
示
す
る
方
法
を
認
め
る
。
そ
の
場
合
、
著
者

投
稿
に
関
す
る
規
定

（
1
）	
『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
に
発
表
す
る
論
文
等
は
、
い
ず
れ
も
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
た
だ
し
、
学

会
・
研
究
会
等
で
口
頭
で
発
表
し
た
も
の
を
除
く
。

（
2
） 	

投
稿
資
格
は
、
本
会
の
一
般
会
員
ま
た
は
学
生
会
員
で
、
所
定
の
会
費
を
納
め
た
者
に
限
る
。

（
3
）	

投
稿
を
希
望
す
る
者
は
、
九
月
末
日
ま
で
に
、
本
会
事
務
局
に
そ
の
旨
を
連
絡
す
る
。

（
4
）	

投
稿
者
は
、
審
査
用
の
原
稿
を
、
可
能
な
限
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
、
一
一
月
三
〇
日

ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
本
会
事
務
局
に
提
出
す
る
。
原
稿
は
、
所
定
の
執
筆
要
領
に
し

た
が
っ
て
、
必
ず
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ま
た
は
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
で
作
成
す
る
。

提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
原
稿
の
種
類
、
題
名
、
氏
名
、
所
属
、
連
絡
先
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
原
稿
の
総
字
数
を
記
し
た
表
題
紙
を
添
付
す
る
。

（
5
）	

掲
載
を
認
め
る
か
否
か
は
、
二
ヶ
月
程
度
を
め
ど
に
回
答
す
る
。
論
文
の
掲
載
を
認
め
ら
れ

た
投
稿
者
は
、
編
集
委
員
会
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
完
成
原
稿
一
部
と
内
容
の
デ
ー
タ

を
、
指
定
し
た
期
日
ま
で
に
本
会
事
務
局
に
提
出
す
る
。
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
画
像
の
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

形
式
（.jpg

）
の
デ
ー
タ
を
添
付
す
る
。

（
6
）	

掲
載
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
投
稿
者
に
は
再
投
稿
の
機
会
を
認
め
る
。
三
月
三
一
日
ま
で
に

そ
の
旨
を
本
会
事
務
局
に
連
絡
し
た
上
で
、
審
査
用
原
稿
を
可
能
な
限
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

に
し
て
、
五
月
三
一
日
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
本
会
事
務
局
に
提
出
す
る
。
そ
の
後
の

対
応
に
つ
い
て
は
（
５
）
に
準
じ
る
。

（
7
）	

編
集
委
員
会
か
ら
の
要
請
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
一
度
提
出
さ
れ
た
完
成
原
稿
の
撤
回
、
差

し
替
え
、
書
き
直
し
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
掲
載
の
可
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
稿
の
返
却
は

行
わ
な
い
。



名
と
発
行
年
の
間
、
お
よ
び
コ
ロ
ン
の
後
に
は
、
半
角
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
。
文
献
リ
ス
ト
で

は
、
和
文
・
欧
文
文
献
を
一
括
し
、
文
献
を
著
者
名
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
る
。
同
じ

著
者
の
文
献
を
複
数
挙
げ
る
場
合
、
二
点
目
以
降
は
著
者
名
の
か
わ
り
に
四
字
分
の
ダ
ッ
シ
ュ

を
用
い
る
。
和
文
・
欧
文
文
献
と
も
に
、
項
目
間
の
区
切
り
に
は
半
角
コ
ン
マ+

半
角
ス
ペ
ー

ス
を
用
い
、
最
後
に
ピ
リ
オ
ド
を
う
つ
。

　
　

⑦	

図
表
等
は
別
紙
に
書
き
、
挿
入
箇
所
お
よ
び
大
き
さ
を
指
定
す
る
。
本
文
に
埋
め
込
ん
だ
状
態

で
投
稿
す
る
こ
と
も
認
め
る
。
図
版
を
掲
載
す
る
際
に
生
じ
る
著
作
権
の
問
題
は
、
投
稿
者
の

責
任
で
処
理
す
る
こ
と
。

　
　

⑧	

体
裁
の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
編
集
委
員
会
の
責
任
に
お
い
て
原
稿
に
修
正
を
施
す
場
合
が
あ

る
。
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